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「「
「みんな
みんなみんな
みんな死

死死
死んじゃえ
んじゃえんじゃえ
んじゃえ。」

。」。」
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信用 ＝ 信心

取り巻き

為替

中央 ＝ 唯一無二

一つの事例

金色



栄光
栄光栄光
栄光に
にに
に至
至至
至る
るる
る王
王王
王の
のの
の道
道道
道はただ
はただはただ
はただ一

一一
一つであり
つでありつであり
つであり、

、、
、

道
道道
道をたどれるのは
をたどれるのはをたどれるのは
をたどれるのは彼

彼彼
彼ただ
ただただ
ただ一人
一人一人
一人である
であるである
である。

。。
。

彼
彼彼
彼の
のの
の様
様様
様に
にに
に生
生生
生きなければ
きなければきなければ
きなければ、

、、
、

何事
何事何事
何事も
もも
も成
成成
成し
しし
し遂
遂遂
遂げられないが
げられないがげられないが
げられないが、

、、
、

彼
彼彼
彼は
はは
は何人
何人何人
何人にも
にもにも
にも真似
真似真似
真似し
しし
し得
得得
得ない
ないない
ない、
、、
、

唯一無二
唯一無二唯一無二
唯一無二の

のの
の存在
存在存在
存在である
であるである
である。

。。
。

彼
彼彼
彼は
はは
は有
有有
有ると
るとると
ると無
無無
無しとで
しとでしとで
しとで記述

記述記述
記述される
されるされる
される

全
全全
全てのものを
てのものをてのものを
てのものを産

産産
産み
みみ
み落
落落
落とした
としたとした
とした。

。。
。

全
全全
全ての
てのての
ての鼠
鼠鼠
鼠の
のの
の父
父父
父であり
でありであり
であり、

、、
、

全
全全
全ての
てのての
ての橋
橋橋
橋を
をを
を渡
渡渡
渡し
しし
し、
、、
、

全
全全
全ての
てのての
ての井戸
井戸井戸
井戸を
をを
を掘
掘掘
掘り
りり
り、
、、
、

河原
河原河原
河原の
のの
の柳
柳柳
柳の
のの
の葉
葉葉
葉より
よりより
より魚
魚魚
魚を
をを
を放
放放
放った
ったった
った。
。。
。

彼
彼彼
彼が
がが
が全
全全
全てを
てをてを
てを形作
形作形作
形作り
りり
り、
、、
、

他
他他
他の
のの
の誰
誰誰
誰も
もも
も何一
何一何一
何一つ
つつ
つ作
作作
作らなかった
らなかったらなかった
らなかった。

。。
。

彼
彼彼
彼は
はは
は全
全全
全てを
てをてを
てを成
成成
成し
しし
し遂
遂遂
遂げた
げたげた
げた。
。。
。

あなたは
あなたはあなたは
あなたは何

何何
何も
もも
も果
果果
果たさなかった
たさなかったたさなかった
たさなかった。

。。
。

彼
彼彼
彼のみが
のみがのみが
のみが価値

価値価値
価値ある
あるある
ある存在
存在存在
存在である
であるである
である。

。。
。

あなたに
あなたにあなたに
あなたに何

何何
何の
のの
の価値
価値価値
価値もない
もないもない
もない。

。。
。



中央
中央中央
中央の
のの
の金色
金色金色
金色は
はは
は失
失失
失われたが
われたがわれたが
われたが、

、、
、

我
我我
我らは
らはらは
らは再
再再
再びここに
びここにびここに
びここに集

集集
集う
うう
う

我
我我
我らの
らのらの
らの血
血血
血と
とと
と彼
彼彼
彼らの
らのらの
らの肉
肉肉
肉を
をを
を塗
塗塗
塗り
りり
り込
込込
込めて
めてめて
めて、
、、
、

我
我我
我らの
らのらの
らの気
気気
気をもて
をもてをもて
をもて社

社社
社を
をを
を築
築築
築く
くく
く

金色
金色金色
金色を
をを
を称
称称
称える
えるえる
える我
我我
我らの
らのらの
らの信心
信心信心
信心は
はは
は、
、、
、

喪失以前
喪失以前喪失以前
喪失以前より

よりより
より遙
遙遙
遙かに
かにかに
かに倍加
倍加倍加
倍加し
しし
し、
、、
、

我
我我
我ら
らら
ら血
血血
血と
とと
と肉
肉肉
肉と
とと
と気
気気
気の
のの
の神殿
神殿神殿
神殿は
はは
は、
、、
、

彼
彼彼
彼らを
らをらを
らを梃子
梃子梃子
梃子に
にに
に膨
膨膨
膨れあがる
れあがるれあがる
れあがる

金色
金色金色
金色の
のの
の実体
実体実体
実体は
はは
は喪失
喪失喪失
喪失したが
したがしたが
したが、

、、
、

その
そのその
その気
気気
気は
はは
は遙
遙遙
遙か
かか
か巨大
巨大巨大
巨大に
にに
に膨
膨膨
膨れ
れれ
れ、
、、
、

信徒
信徒信徒
信徒の
のの
の口
口口
口のみに
のみにのみに
のみに甘露

甘露甘露
甘露を
をを
を与
与与
与え
ええ
え、
、、
、

我
我我
我らと
らとらと
らと彼
彼彼
彼ら
らら
ら、
、、
、全
全全
全ての
てのての
ての者
者者
者どもに
どもにどもに
どもに君臨

君臨君臨
君臨する
するする
する



金色は右の窪みで自らを鋳造するが失われる。

金色は昇天し、左の根本へ。

右の社は青ざめ、金色は白化した糞に変わる。

窪みには左が垂らす白濁液が注がれ、蠅どもが集う。

貝殻に隠れるものどもと、

土より生じる泡どもの肉と血と汗は、

共に蠅どもの神殿の壁の基礎を成し、

白化した糞を囲い込む。

蝿どもは卵を産み、神殿は倍加し、膨れ上がる。

それぞれの隙間に蝸牛は静かに卵を産み付ける。

偶然にして、一本の道を辿った金色（こんじき）は、

偶然にして、金色の山と社（やしろ）を再び築く。

一本の道は金に染まり、彼は王となり、そそり立つ。



たとえば日本銀行がＡ銀行に１０００万円を供給したとする。Ａ

銀行は１０００万円の１０％である１００万円を準備金として日銀

当座預金に預け 入れ、残りの９００万円をＢ社に融資する。９０

０万円の貸付を受けたＢ社は、それをＣ社への支払に充てる。Ｃ

社は受け取った900万円をすべてＤ銀行に預 けたとしよう。この

場合法定準備率を１０％と仮定しているから、Ｄ銀行は８１０万

円を貸し付けることができる。Ｄ銀行から８１０万円の融資を受

けたＥ社は Ｆ銀行へ全額預けると、Ｆ銀行は８１万円を準備金

として日銀当座預金に入金し、７２９万円を融資することができ

る。このような銀行の貸付行動により、預金 通貨が創造されて

いく。

１,０００万円の本源的預金によって創造される派生的預金は、

派生的預金＝1000(0.9＋0.9＋0.9＋……)になる。ここで、（ ）

の中は、初項0.9、公比0.9の無限等比数列の和だ。これを計

算すれば、創造される派生的預金は9,000万円であることが導

かれる。これに本源的預金 1,000万円を加えれば、預金総額

は１億円になる。このケースでは、本源的預金の１０倍の預金

が創造されている。この倍数(ここでは、１０)は信用乗数 とか貨

幣乗数と呼ばれている。

これを貨幣供給の式として、M ,HM ,D ,Cp ,R ,m をそれぞれ貨

幣量、ハイパワードマネー、預金、民間部門保有の現金、銀

行準備、貨幣供給乗数とすれば、次のように示される。

Ｍ＝（１＋Ｃｐ／Ｄ）｛（Ｃｐ／Ｄ）＋（Ｒ／Ｄ）｝ＸＨＭ

＝ ｍ・ＨＭ

この式は、ハイパワードマネーＨＭが貨幣乗数ｍを掛けた数字

だけ大きくなり、貨幣量Ｍとなることを表している。

信用創造
信用創造信用創造
信用創造



準備金が１０％ならば、

元金の１０倍で運用できます♪

準備金が１％ならば、

１００倍で運用できます♪

キッチンボウル １００円／個

組立工時給 ８００円／時

アルミ ２５０円／ｋｇ

銅 ７５０円／ｋｇ

鉄 ２２円／ｋｇ

手作業内職 ５～１００円／個

米 ３５０円／個

野菜炒め定食 ６９０円／食

自転車 １００００円／台

パソコン ６００００円／台

フロアレディ ４０００円／時

機械加工工員時給 １０００円／時

土木作業員時給 １０００円／時

イラスト ２０００円／枚

牡丹餅 １００円／個

表面実装用抵抗 ０．２円／個

アンパン ２０円／個

家庭教師 ２０００円／時

単位は一緒



彼の様に阿呆でありなさい。

それが成功の唯一の条件です。

ただし、彼の道は彼にしか通れません。

彼は唯一無二。彼は不出世。

あなたに出来ることは他の人にも出来る。

もっと、安い賃金で。

もっと、長時間。

あなたは要らない人間です。

阿呆
阿呆阿呆
阿呆

阿呆
阿呆阿呆
阿呆

阿呆
阿呆阿呆
阿呆

阿呆
阿呆阿呆
阿呆

昇天
昇天昇天
昇天

糞
糞糞
糞



信じることが全て

信仰は力



ダグラス・カール・エンゲルバート （マウスの発明）

村瀬新三（明拓システム、エッジライト方式導光板）

ビジコン株式会社（日本、初の１チップMPU 4004をインテルと開発）

ゲイリー・キルドール （黎明期のＯＳであるＣＰ／Ｍを開発）

ダン・ブルックリン／ボブ・フランクストン（ソフトVisiCalc開発）

平仮名を作った人（不詳）

讃岐うどんを作った人々（不詳）

エツ（筑後川の絶滅危惧種の魚）

各地の温泉を見つけた人々（不詳）

いろは歌を作った人々（不詳）

舛岡 富士雄 （フラッシュメモリを発明、リストラされた）

ウィラード・ボイル／ジョージ・スミス（ＣＣＤの発明）

アイバン・エドワード・サザランド （スケッチパッドを発明）

彼が鼠を生み出した。

彼がコンピュータを作った。

彼が温泉をもたらした。

彼がまったく新しいカメラを作った。

彼が今の世界を作った。

彼が全てを作った。

あなたたちは何も作らなかった。

あなたの替わりは幾らでもいる。

今朝のお米を作った人々 （不詳）

身の回りの市販品、日々の暮らしを作った人々 （不詳）

あなたを生み、あなたを育てた人々 （不詳）

日々を生きて行くあなた （不詳）



「
「「
「なに
なになに
なに？
？？
？この
このこの
この無理
無理無理
無理ゲー
ゲーゲー
ゲー。」
。」。」
。」

「
「「
「みんな
みんなみんな
みんな死

死死
死んじゃえ
んじゃえんじゃえ
んじゃえ。」

。」。」
。」
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